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９月金属課ヒアリング   堅調な需要動向だが末端まで波及せず  

９月２５日（月）午後３時より経済産業省内で

金属課ヒアリングが開催された。席上、阪上会長

から「需要は堅調だが、メーカー値上げに対する

転嫁が未達となっている。これを解消できるか、

難しい状況となっている。メーカーは紐付き価格

を値下げした。一方、我々の仕入価格は上昇して

おり、転嫁のハードルが高くなっている」と景況

感が良くなっているなかにあっても、問題点があ

ることを指摘していた。「最近の粗鋼生産量につい

て、電炉綱は前年比プラスで推移している一方

で、転炉綱は前年割れが続いているが、その理由

は何か」との質問をした。これに対し、金属課か

ら「ご指摘のとおり、本年８月の粗鋼生産量を見

ると、電炉綱は１１ヶ月連続して前年同月比プラ

スを記録しているものの、転炉綱は４ヶ月連続の

前年割れの状況である。転炉綱で前年割れが続く

理由としては、一部メーカーにおいて、大規模な

工事を行ったり、定修が５月、６月に集中したり

したことや、設備トラブルが発生したことによる

ものと考えられる」との回答があった。 

各地区からは「紐付きで忙しいユーザーもある

が、我々の客先には仕事は落ちてきていない。ユ

ーザーの抵抗が厳しく転嫁の進捗が滞りがちだ

（東京）」「メーカー値上げ、人手不足などの問題

もあるが、需要は堅調。状況は悪くないが、採算

割れ回避のため価格転嫁を押し進めていかなけれ

ばならない（大阪）」「荷動きが出てきた。製造

業、建設とも需要は堅調。価格転嫁の遅れが問題

点（愛知）」などの発言があった。 

 

流動調査８月実績  季節的要因でやや落ち込むが前年水準上回る 

 ８月実績では仕入、販売とも前月比減少である

が、前年比で仕入＋6.7％、販売＋3.4％と前年水

準を上回っている。先々の需要や受注に対して、

手配した動きとも受け取れる。一方、在庫は前月

比横這い。前月比では＋8.1％増加し、在庫率は

117.7ポイントと僅かに上昇だが過剰感はない。今

後も需要見合いの仕入が継続され、在庫は消化さ

れていくと思われる。 

（単位：トン、％） 

 仕入量 前月比 前年比 販売量 前月比 前年比 在庫量 前月比 前年比 

異形棒鋼 80,738 93.9 98.3 80,016 93.8 99.0 19,121 103.9 102.7 

山形鋼 25,275 93.8 111.0 26,136 100.4 106.9 52,442 98.4 108.7 

溝形鋼 16,336 94.6 101.2 17,763 101.8 111.4 33,473 95.9 97.2 

H形鋼 59,879 100.2 119.5 60,877 106.6 111.5 93,516 98.9 111.7 

コラム 10,805 114.2 121.1 8,064 92.0 85.1 25,019 112.3 117.5 

Ｃ形鋼 5,370 101.7 91.3 5,438 100.0 94.1 9,739 99.3 102.6 

合計 198,403 96.9 106.7 198,294  99.1 103.7 233,310 100.0 108.1 

（注）①調査開始、昭和４８年４月。②調査対象企業 東京３１、大阪２１、愛知１５、計６７社。③平

成１２年４月、本調査の対象品種見直しを行い、プレーン、不等辺、Ｉ形鋼、デッキ・キーストンを除

外し、コラムを追加した。 



９月業況アンケート結果  需要、各分野で動き出す 

 この調査は全鉄連理事・幹事会社１５１社を対象に毎月実施している。数量調査ではないが、鋼材市

場の現状が結果に現れている。回答７９社（52.3％）＊DI=A×２＋B×１－D×１－E×２ 

問１ ８月の売上数量・金額の前年同月比 

  A10％以上増 B５％以上増 C ほぼ横ばい  D５％以上減  E10％以上減 計・DI 前回実績 

売上数量（％）  １５（１９％）  １５（１９％）  ３０（３８％）  １４（１５％）   ５（ ９％） ７９・＋２７ ７４・＋１２ 

売上金額（％）  ２４（３０％）  １２（１５％）  ３１（３９％）  １０（１３％）   ２（ ３％） ７９・＋５８ ７４・＋３９ 

 数量・金額とも前年を上回る水準でまずまずの状況。 

問２ ８月の企業収益状況 

  A 黒字 B 若干黒字 C 収支トントン  D 若干赤字  E 赤字 計・DI 前回実績 

収益状況（％） １５（１９％） ２４（３０％） ２９（３７％） ９（９％） ４（５％） ７９・＋４９ ７４・＋５９ 

 前年ＤＩ＋２９、前々年は＋１０。季節的要因で販売落ち込み、収益も低落するが、長期的には回復。 

問３ ９月販売量の前月比 

  A かなり増加 B やや増加 C ほぼ横ばい  D やや減少  E 減少 計・DI 前回実績 

公共建設  １７ ２８ １１ ２ ５８・＋ ３ ５７・－１８ 

民間建設  ２７ ３０ １０ １ ６８・＋２２ ６３・＋１６ 

自動車 １ １１ ２９ ３  ４４・＋２３ ３９・－ ３ 

その他需要家  ２０ ４１ ８ １ ７０・＋１４ ６６・－ ６ 

仲間取引 ２ １５ ３７ １０ ２ ６６・＋ ８ ５９・－１７ 

計・比率 ３（１％） ９０（２９％） １６５（５４％） ４２（１４％） ６（２％） ３０６・＋１４ ２８４・－ ５ 

 ようやく動き出した需要だが、多くは望めず。 

問４ １０～１２月の需要動向予測 

  A 増加 B 微増 C ほぼ横ばい  D 微減  E 減少 計・DI 前回実績 

需要動向予測 １６（２１％） ４３（５６％） １５（２０％） ３（ ４％） ０（ ０％） ７７・＋９４ ７１・＋８０ 

 先々の需要増加の手応えあり。前年９月ＤＩは＋７８。 

１０月鉄流懇  販売ジリジリと増加、ネックは価格転嫁 

１０月２６日（木）で阪上会長は「全鉄連流動調

査では４～６月期、７～９月期とも販売は前年同

期比２％増となっている。１０月も好況とまでは

いかないが、堅調さを持続している。相変わらず

メーカー値上げ分の転嫁が滞りがちだ」と現況を

述べていた。橋本鉄流懇会長は「年初、原料問題や

需要面で不安感があったが、現在は順調。在庫動

向も悪い方に行くような数値は見られない」との

見解を述べていた。見通しとして「中国動向には

注視が必要だが、内需では建築物件が着実に出て

おり、製造業関連も概ね良好である」と述べ「材料

供給含め、慎重な姿勢を堅持していく」と指針を

示した。 

流動調査９月実績  在庫前年比１５％ほど増加だが、過剰感なし 



 ９月実績では前月比、前年比の双方で仕入、販

売とも増加。市況はメーカー値上げで上伸だが依

然として転嫁未達のままである。品種別では山形

鋼、溝形鋼の販売が前月比、前年比共増加してい

る。Ｈ形鋼販売は前月比減少、前年比微増となっ

ており、在庫では前月比増加、前年比著増となっ

ているが、過剰感を指摘する声はない。異形棒鋼

は販売で前月比増加、前年比減少である。異形棒

鋼、Ｈ形鋼は建材製品の双璧であるが、前年比で

販売が伸びておらず、在庫が増加している点が懸

念される。需要堅調が持続する見込みなので、こ

れは払拭されるかもしれないが、注視すべき動向

であろう。 

（単位：トン、％） 

 仕入量 前月比 前年比 販売量 前月比 前年比 在庫量 前月比 前年比 

異形棒鋼 83,045 102.9 100.0 83,301 104.1 98.8 18,865 98.7 108.5 

山形鋼 25,691 101.6 110.3 27,526 105.3 108.6 50,607 95.1 109.6 

溝形鋼 19,622 120.1 121.5 18,793 105.8 107.5 34,302 102.5 103.6 

H形鋼 62,035 103.6 119.4 59,336 97.5 100.6 96,215 102.9 125.5 

コラム 10,283 95.2 107.2 8,982 111.4 103.7 26,320 105.2 118.5 

Ｃ形鋼 6,080 113.2 99.7 5,752 105.8 93.6 10,067 103.4 106.6 

合計 206,756 104.2 108.7 203,690  102.7 101.4 236,376 101.3 115.4 

１０月業況アンケート結果  販売、収益とも順調な回復 

 この調査は全鉄連理事・幹事会社１５１社を対象に毎月実施している。数量調査ではないが、鋼材市

場の現状が結果に現れている。回答７７社（51.0％）＊DI=A×２＋B×１－D×１－E×２ 

問１ ９月の売上数量・金額の前年同月比 

  A10％以上増 B５％以上増 C ほぼ横ばい  D５％以上減  E10％以上減 計・DI 前回実績 

売上数量（％）  １７（２２％）  １４（１８％）  ３２（４２％）   ９（１２％）   ４（ ５％） ７６・＋４１ ７９・＋２７ 

売上金額（％）  ２２（２９％）  ２１（２８％）  ２５（３３％）   ５（ ７％）   ３（ ４％） ７６・＋７１ ７９・＋５８ 

 需要堅調を背景に順調な回復を辿る。 

問２ ９月の企業収益状況 

  A 黒字 B 若干黒字 C 収支トントン  D 若干赤字  E 赤字 計・DI 前回実績 

収益状況（％） ２７（３６％） ２３（３１％） １９（２５％） ５（７％） １（１％） ７５・＋９３ ７９・＋４９ 

 前年ＤＩ＋８５、前々年は＋５８。収益ＤＩは三桁に迫る。 

問３ １０月販売量の前月比 

  A かなり増加 B やや増加 C ほぼ横ばい  D やや減少  E 減少 計・DI 前回実績 

公共建設 １ ２３ ３０ ３ ２ ５９・＋３９ ５８・＋ ３ 

民間建設 ２ ３３ ２５ ２  ６２・＋５６ ６８・＋２２ 

自動車 ２ １７ ２０ ２  ４１・＋４６ ４４・＋２３ 

その他需要家 ３ ２８ ３１ ４  ６６・＋４５ ７０・＋１４ 

仲間取引  ２１ ３９ ５  ６５・＋２５ ６６・＋ ８ 

計・比率 ８（３％） １２２（４２％） １４５（４９％） １６（ ５％） ２（１％） ２９３・＋４０ ３０６・＋１４ 



 全分野で販売動向好転。公共、民間とも建設需要、動き出す。 

問４ １１～１月の需要動向予測 

  A 増加 B 微増 C ほぼ横ばい  D 微減  E 減少 計・DI 前回実績 

需要動向予測 ７（ ９％） ４６（６０％） １８（２３％） ４（ ５％） ２（ ３％） ７７・＋６８ ７１・＋９４ 

 冬場の不需要期を見据えても増加の手応えあり。前年１０月ＤＩは＋４４。 

各地区団体活動報告 

東京鉄鋼販売業連合会（齊藤栄一会長） 

①９月１５日（金）工場見学会会を実施。見学

先は大阪市内の太平鋼材工業㈱、堺市の三協則武

鋼業㈱堺工場と清和鋼業㈱堺スチールセンター。

２０名が参加した。 

②全国厚板シヤリング工業組合東京支部、浦安

鉄鋼団地協同組合、同連合会共催による第８回鉄

鋼流通団体合同野球大会は１１月１９日（日）に

浦安鉄鋼団地内清水球場で準決勝、決勝を行い、

大会を終了した。優勝・小野建㈱、準優勝・㈱マ

テックス、３位・入船鋼材㈱、関根床用鋼板㈱。 

 大阪鉄鋼流通協会（阪上正章会長） 

９月２９日（金）ボウリング大会を大阪市北区

の桜橋ボウルで開催。１チーム３名で２０チーム

が参加した。団体戦では清和鋼業㈱が優勝した。 

愛知鉄鋼販売業連合会（早川望会長代行） 

 １１月１５日（水）同連合会条鋼部会主催によ

る工場見学会を実施。約４０名が参加した。見学

先はＪＦＥエンジニアリング津製作所とジャパン

マリンユナイテッド津事業所。 

東北鐵鋼販売業連合会（斉藤芳郎会長） 

 ①９月１９日（火）２０日（水）の両日、北海

道鋼友会との交流会を小樽市で開催。両会から約

３０名が出席した。 

 ②１１月１０日（金）仙台市内「パレスへいあ

ん」で本年度第３回例会を開催。講演会も併催。

講師は天谷武氏（新日鐵住金㈱仙台支店長）。 

北海道鋼友会（今井國雄会長） 

 ①９月１９日（火）２０日（水）の両日、東北

鉄鋼販売業連合会との交流会を小樽市で開催。両

会から約３０名が出席した。 

 ②１０月２４日（火）札幌市内で秋の例会を開

催。全道から２８名が参集。例会に先立ち、高澤

直之氏を招き「難局（南極）の日々」と題する講

演会を行なった。同氏は第５４次南極局地観測隊

員として同地で越冬した経験を持つ。 

新潟県鉄鋼販売業連合会（渋井信之会長） 

１０月２７日（金）ＪＦＥスチール東日本製鉄

所・京浜地区の見学会を開催。会員会社の現場社

員中心に約４０名が参加した。 

福岡鉄鋼販売業組合（竹田奉正理事長） 

１１月１８日（月）北九州鉄鋼販売業組合と合

同で懇親ゴルフ大会（１６名参加）と懇親会（２

０名出席）を開催した。 

北九州鉄鋼販売業組合（小野建理事長） 

１１月１８日（月）福岡鉄鋼販売業組合と合同

で懇親ゴルフ大会（１６名参加）と懇親会（２０

名出席）を開催した。 

福井県鋼材販売事業協同組合（山本直孝理事長） 

１１月４日（土）福井県建設鉄工協同組合と

の合同親善ゴルフコンペを開催した。この大会は

県内の鋼材販売店と日ごろ関係の深いファブリケ

ーターとの親睦を目的に毎年、開催している。 

 

平成３０年度全鉄連総会、期日・会場決まる 

平成３０年６月１５日（金） 静岡市「ホテルセンチュリー静岡」詳細続報 

（了） 


